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研究報告・ノート

内容を横断的に構想した中学校家庭科における「防災」授業の実践と評価

―「My 防災ハンドブック」づくりを通して―

1.  はじめに

近年、大規模な自然災害の被害が増える中、「防災」
についての教育は、各学校段階での教科、総合的な学
習の時間、学校行事、学級活動等さまざまな教育活動
の場面で行われている 1）。「防災」教育重視の考え方
は、東日本大震災以降はじめて改訂された中学校学習
指導要領（平成 29 年告示）解説にも見られる。家庭科
についても、学習指導要領の B（6）「住生活の機能と
安全な住まい方」の内容の取り扱いには、「自然災害に
備えた住生活の整え方についても扱うこと」と明記さ
れている 2）。また、文部科学省（2013）は、「防災教育
として必要な知識や能力等を児童生徒等に身に付けさ
せるためには、その発達段階に応じた系統的な指導が
必要である」とし、中学校段階では、「日常の備えや的
確な判断のもと主体的に行動するとともに、地域の防
災活動や災害時の助け合いの大切さを理解し、すすん

で活動できる生徒」の育成と設定している。この目標
の中のキーワード「日常の備え」、「主体的に行動」、「地
域の助け合い」は、中学校家庭科がめざす「生活の自
立と共生」に関連するため、家庭科で「防災」授業を
行うことは、上記目標の達成に重要な役割を果たすと
考えられる。
「防災」に視点をおいた中学校家庭科の実践研究と

しては、「災害時の食」に焦点を当て授業の開発・実
践・検証をまとめたもの 3）4）、「消費生活」に関わる防
災学習の内容を検討したもの 5）、「衣生活・住生活」と
総合的な学習の時間との横断的な授業実践を試みた
もの 6）、各自が考えた持ち出し品を入れる非常持ち出
し袋を計画・製作させる授業実践 7）などが報告されて
いる。しかし、家庭科の内容を横断的に取り組む「防
災」授業の実践報告はほとんど見られない。

家庭科では、家庭生活を対象とする教科の特性から、
内容を横断するいわば総合的な題材の指導が求められ
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ている 8）。末川（2021）は、家庭科における防災の視点
を「家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係る生活事
象を、防災と持続可能な社会の構築の視点で捉え、より
災害に強い生活を営むために工夫すること」として、生
活の視点で内容を横断的につないだ学習内容構想を提
案している。著者らも、家庭科における特定の内容の中
で「防災」を取り上げるのではなく、「防災」そのもの
をテーマとし、「衣食住の生活」、「家族・家庭生活」の
内容を横断的に扱う授業が効果的であると考える。

そこで本研究では、家庭科の各内容を横断的に扱う
「防災」授業について、生徒が実感を伴いながら主体的
に学ぶための指導の工夫を取り入れた授業構想および
実践を行い、その効果を生徒の理解度および意識、行
動の変化から確認することを目的とする。

2.  本授業の視点

2. 1.  横断的な授業構想
本授業は、「衣食住の生活」および「家族・家庭生

活」の内容を横断的に扱う「防災」授業であり、防災
を自分事と考え実践する力をつけることをねらいとし
ている。表 1 には、「My 防災ハンドブックを作ろう」

（全 6 時間）を構成する 4 つの内容「住生活」、「食生
活」、「衣生活」、「自助・共助・公助」および各授業の
学習内容を示した。各小題材の学習内容は、小学校の
復習を含む中学校家庭科の学習内容を複数学べる計画
としているため、家庭科の総まとめとして中学 3 年生
の最後に位置づけた。また、図 1 に学習内容を時間軸、
空間軸に沿って整理した。図中に太字で示している課
題解決学習の内容については、時間軸は災害前から災

内容 次 小題材名 時間 主な学習内容 中学校家庭科の内容 小学校家庭科の内容

住生活 1
次

地震に備える住まい 1 減災のための家具の配置・固定等
避難時の住まいの確認

家族の安全を考えた住空間
の整え方

住まいの主な働き
住まいの整理・整頓

食生活 2
次

災害に備える食生活 1 食料備蓄の方法
備蓄食料を使った献立

用途に応じた食品の選択 体に必要な栄養素の
種類と働き

衣生活 3
次

物と知恵で乗り切る災
害時の衣生活

1 避難所で暖かく過ごす工夫
衣生活の持ち出し品
避難時の服装

衣服と社会生活との関わり 衣服の主な働き
日常着の快適な着方

自助・
共助・
公助

冬期休暇課題「防災バッグを作ろう」 衣食住の生活についての課
題と実践

環境に配慮した生活

4
次

防災バッグの中身を考
えよう

1 避難所への持ち出し品
バッグの持ち出し
持ち出し品を使った生活

5
次

自助・共助・公助 1 自助・共助・公助の意味
家族・地域との協力の大切さ
国・自治体の役割
災害用伝言ダイヤルの使い方

家族の協力、家庭生活と地域
との関わり、高齢者との関わ
り方
住居の基本的な機能

家族や地域の人々と
の関わり

まとめ 6
次

まとめ・私の防災への
決意

1 避難に関する表示
災害時の調理、災害時のトイレ
津波避難の 3 原則

米飯の調理

※　ただし、1 校時は 60 分

表 1　「My 防災ハンドブックを作ろう」指導計画

図 1　学習内容の時間軸・空間軸区分での整理
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害後へと時間の経過をたどり、空間軸は家庭内（自分
の部屋、自宅）から避難所など地域へと広げていくよ
うに構想した。このように整理することで、学習がよ
り実際の生活に即したものとなり、内容を横断的に扱
う本授業の効果を高めると考えた。

次に指導計画（表 1）を詳細に述べる。「住生活」で
は災害前の自宅の備えを題材とし、地震発生時の部屋
の被害を最低限におさえる工夫を考えさせる。「食生
活」では災害時の在宅避難を題材とし、自分の食料備
蓄とそれを活用した献立について、災害時の健康にも
触れながら考えさせる。「衣生活」では被災後の生活を
題材とし、避難所での防寒を科学的に理解させるとと
もに、持ち出し品の周囲の人々への配慮についても考
えさせる。内容「自助・共助・公助」は 2 時間扱いで、
防災バッグの中身を考える 1 時間と、災害時の家族や
地域の人々との協働および国や自治体の役割について
の理解を深める 1 時間とする。このうち防災バッグの
中身を考える授業は、指導計画の前半 3 時間にあたる

「衣食住の生活」の授業で得た防災の知識を活用すると
ともに、次時の「自助・共助・公助」2 時間目にもつな
がる重要な 1 時間である。最後の「まとめ」の授業で
は、それまでの授業で記入したワークシートをすべて
綴じ、防災の知識や自分の考えが詰まった「My 防災ハ
ンドブック」（表 2、図 2）に仕上げ、締めくくりに自
分の防災への決意をまとめて書き記すことで一連の

「防災」授業を終えるという計画である。ハンドブック
は学びのポートフォリオとなり、「まとめ」の授業でこ
れまでの授業をふり返る資料として利用するが、それ
だけではなく「災害時という命にかかわる場合に頼り

になるもの」であることを再認識することで、授業後
も時々家庭で見返すなど活用されることを期待する。

2. 2.  実感を伴う学習
2. 2. 1.  イメージを持って課題解決をするための工夫

1 ～ 3 時間目の「住生活」、「食生活」、「衣生活」の
授業では、実感を伴う学習とするため、2 つの手立て
を考えた。

1 つ目は、授業の導入段階で災害時の状況を十分に
イメージさせるための工夫である。写真や統計資料等
を提示し防災の必要性を実感させることが授業への関
心を高めるだけでなく、課題解決への予備知識にもな
ると考える。例えば、「住生活」の授業では、阪神淡路
大震災直後の台所の写真（食器棚が傾き、吊り戸棚が
すべて開いている）や過去の地震でどの家具がどの程
度動いたり倒れたりしたかを調査したデータ 9）を提示
することで、揺れの大きさとそれによる甚大な被害を
想像させた後、課題解決学習につなげる。

2 つ目の手立ては、適切な課題を設定することである。
設定する課題は、困難な状況を乗り越えるために必要な
科学的知識を使い、生徒が納得しながら解決できるもの
にする。また、生徒が自分事として関心をもって取り組
むことができるものでなければならない。例として「住
生活」で用いたひとり暮らしの下宿は、将来生徒たちが
経験するかも知れない場面として取り上げた。

以上のようにイメージを持たせる工夫と適切な課題
設定を行うことで、生徒は現実味を持って災害時の状況
を把握し、防災の必要性を実感しながら被害を減らすた
めの方法を考えることができるものと考えられる。

ページ
番号

ワークシート
タイトル

授業区分
内容 次

表紙
裏面

大地震発生 !! 命を守る行
動とは !? まとめ 6 次

住生活
①② 地震に備える住まい 住生活 1 次

住生活
③④ 断水時のトイレ まとめ 6 次

食生活
①② 私の備蓄計画 食生活 2 次

食生活
③④ 災害時の調理 まとめ 6 次

衣生活
①②

物と知恵で乗り切る災害
時の衣生活 衣生活 3 次

共生
①② 自助・共助・公助

自助・
共助・
公助

5 次

覚書
①②

わが家の防災メモ
私の防災への決意 まとめ 6 次

　  ※　内容の詳細は表 1 参照。
　  ※ 　A4サイズプリントを2つ折りしたものを重ね、

ホッチキス留めして製本する。

表 2　My 防災ハンドブックの構成

図 2　My 防災ハンドブックの表紙・裏表紙
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2. 2. 2.  家庭との連携により学びを深める工夫
中学生は自立に向かう段階にあり、「防災」授業にお

いて「自助」を意識させることはとても重要である。
しかし、生活経験が乏しいため、4 時間目の授業「防
災バッグの中身を考えよう」で防災バッグに入れる物
を考えさせてもすぐには思いつきにくいであろう。そ
こで、授業前に冬期休暇課題「防災バッグを作ろう」
を課すことにした。この課題は、あくまでも 4 時間目
の授業での学びを深めることをねらいとするものであ
るため、防災バッグに使用する適当なバッグの入手が
困難などで実際に作るのが難しい場合は、学校の補助
バックを用いての体験のみをさせる。中に入れる持ち
出し品を手に取りながら自分専用の防災バッグを準備
する体験により、家族と離れて自分だけでバッグを
持って避難するかも知れない状況やライフラインが途
絶えている避難所での生活などを具体的に考えるきっ
かけとさせたい。また、防災バッグの大きさや重さを
体感することで、その後に続く「防災バッグの中身」
の授業で、持ち出し品として何を優先すべきかを考え
ることの必要性を実感できることにもなる。このよう
に冬期休暇課題が果たす役割は大きいと思われるが、
この課題を実施するためには家庭の協力が不可欠とな
る。そこで、生徒用課題プリントとは別に保護者向け
の協力依頼文書も配付し、保護者に課題の目的を理解
してもらう。冬期休暇に家族の協力を得ながら防災
バッグを準備することで、防災について家族と話し合
う場が持て、家族の防災知識や防災についての考えな
ども知る貴重な機会になるであろう。

3.  授業実践

3. 1.  対象
私立 T 中学校 3 年生 5 学級（212 名）を対象とした。

当該校は和歌山市南部に位置する中高一貫の進学校
で、1 学級の人数は 34 名～ 48 名である。また、授業
への家庭の協力は得やすい環境にある。

3. 2.  実施時期
2021 年 12 月～ 2022 年 2 月

3. 3.  題材の目標
学習指導要領のねらいに沿って、以下 3 観点の目標

を設定した。
○ 衣食住の生活における防災・減災の方法を理解し、

家族や地域の人々と協働して災害を乗り越えるこ
との必要性がわかる。【知識・技能】

○ 災害時に発生する生活上の問題を解決する方法を
工夫したり、家族や地域の人々と協力し合って困
難を乗り越える方法を考えたりすることができ
る。【思考・判断・表現】

○ 防災を自分事と意識し、防災・減災のための方法
や、家族や周囲の人々との協働について主体的に
考えようとする。【主体的に学習に取り組む態度】

3. 4.  「衣食住の生活」に関する授業
「衣食住の生活」に関する授業の概要を表 3 に示す。

いずれも課題を解決しながら防災・減災の方法を学ぶ
授業である。

時間 授業の概要

1

小題材名 地震に備える住まい
ね ら い 地震での住まいの被害を小さくする方法を理解する。

授業の流れ 指導上の留意点
1．地震発生時の部屋の危険性と対策を考える。
2．家具の固定方法を知る。
3．家具配置のポイントをまとめる。
4．避難所に移動する前の注意点を知る。

・ひとり暮らしの部屋の図にある家具配置を把握させる。
・揺れによる家具等の動を具体的にイメージさせる。
・ 家具固定で減災できることと倒れた場合に出入口や寝ている

所に倒れないよう配置することの大切さを押さえる。

2

小題材名 災害に備える食生活
ね ら い 在宅避難での食料備蓄の方法がわかり、バランスのとれた災害時の献立を考える。

授業の流れ 指導上の留意点
1．在宅避難時の食生活の問題点を知る。
2．ローリングストック法を知る。
3．私の備蓄計画（1 人分× 3 日分）を考える。
4．備蓄食材で 3 日間の献立を立てる。

・非常食での食生活による心身への影響を理解させる。
・ローリングストックに適する食品の実物を提示する。
・冷蔵庫にあると想定する食品は早く消費させる。
・野菜や温かい料理を献立に含むように留意させる。

3

小題材名 物と知恵で乗り切る災害時の衣生活
ね ら い 避難所で暖かく過ごすための工夫を考え、避難所に必要な衣生活の持ち出し品がわかる。

授業の流れ 指導上の留意点
1．避難所で寒さを和らげる方法を考える。
2．暖かい着方のポイントを知る。
3．衣生活の非常持ち出し品を考える。
4．避難時にふさわしい服装を知る。

・ 避難所となっている体育館の写真を提示し、寒くて眠れない状
況を想像させ、アイテムをどう使うか考えさせる。

・普段の防寒対策と関連づけて科学的に理解させる。
・アルミブランケットの着用音の問題に気づかせる。

表 3　「衣食住の生活」に関する授業の概要
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「住生活」の授業は、冷蔵庫の上に置かれた物、電子
レンジの後ろにある窓ガラス、ベッドの枕元に配置し
ているテレビなど多くの危険が潜んでいる部屋で地震
が起こるとどんな危険があると思うかをワークシート
に記入させた。導入で提示した震災後の台所の写真を
思い出すよう促すが、「倒れる」、「落ちる」としか書け
ていない生徒が多いことが机間指導で確認されたた
め、「倒れる前、落ちる前にどんなことが起こるか」、

「小さな揺れから大きな揺れになるまでに物はどう動
くか」などを考えるよう助言した。すると、冷蔵庫の
上の物が落ちることや、電子レンジが下に落ちるまで
には前後に動きガラスにぶつかること、テレビは寝て
いる所に落ちてくるかも知れないことなど、地震発生
時の部屋の状況が具体的にイメージされ、部屋には地
震によって凶器になる物が多くあることに気づけてい
た。就寝場所の安全や部屋からの脱出経路確保など、
自分の身を守るための日常的な工夫を取り上げ、家庭
でも実践できる解決方法を伝えることで、生徒は興味
を持って授業に参加していた。
「食生活」の授業は、非常食だけで 1 週間生活をし

た新聞記者の実体験のネット記事 10）から、味の濃い
缶詰などが中心の食事で胃の調子が悪くなったり、食
欲が落ちて魚や肉を食べるのが面倒になったりした
という記者の感想を取り上げ、被災時には特に、何を
食べるかが健康面や心理面に大きな影響を及ぼすこ
とを強調して説明した。被災時でも普段の食事に近い
ものが食べられるローリングストック法のよさを理
解させた後、ひとり暮らしをしている自分を想像しな
がら 1 人分の備蓄計画と 3 日間の献立を考えさせた。
その際のチェックポイントとして、被災時に不足しが
ちな野菜が摂取できる献立になっているかや消化吸
収をよくする温かい料理が含まれているか等を確認
させたが、生徒が立てた備蓄計画や献立には栄養バラ
ンスや分量などに不十分さが見られた。食材調達や献
立作成の経験が少ないことに加え、非常時の食生活が
イメージしづらく、中学生には難しかったのかも知れ
ない。
「衣生活」の授業は、冬の寒い時期に暖房機器が使え

ない状況の体育館に新聞紙や段ボール、食品ラップな
ど複数のアイテムがあるという場面を設定し、それら

を使って少しでも暖かく過ごす工夫を考えさせた 11）。
生徒から出た意見には、「段ボールを下に敷いたり囲い
にしたりする」、「新聞紙やラップを体に巻く」、「軍手・
タオルを手袋・首巻き代わりにする」など様々な意見
が出た。これらは、「熱伝導率の低い空気を多く身にま
とうことで体温が奪われない」、「動脈部分を温めると
血流で全身が温まる」など裏付けとなる暖かい着方の
科学的知識があることを説明した。寒くなる時期の授
業であったので、生徒は日常の防寒対策と関連づけな
がら納得した様子で説明を聞いていた。また、衣生活
に関する非常持ち出し品を考える学習では、避難して
いる人の中には音に過敏な人がいることや、夜寝静
まった状況を考えると音が出るアルミブランケットは
使い方に注意を払う必要があることを、代表生徒が身
に付けて動いた時に出る音から実感させた。

3. 5.  「自助・共助・公助」に関する授業
3. 5. 1.  「防災バッグの中身を考えよう」
「防災バッグの中身を考えよう」の授業（表 4）の前

半は、各自で防災バッグの中に入れる「優先する 10
点」を考え、それらを「命を守る」、「避難生活を快適
にする」、「安心や癒しを得る」の 3 つの目的に分類さ
せた。その際、冬期休暇課題「防災バッグを作ろう」
のワークシートに記入した持ち出し品を参考にさせた
が、家庭で予めいくつかの品を考えているので、中学
生でもあまり悩まずに「優先する 10 点」を決めること
ができていた。

展開の後半では、各自が考えたことをグループで共
有して 1 つの意見にまとめ、発表させた（図 3）。最終
的に自分が優先する 10 点を決め、ワークシートに印を
つけさせた（図 4）。あるグループでは、「懐中電灯は
誰かが持っているからいらないだろう」という意見に
対し、「夜トイレに行く時もあるから絶対に必要だ」と
いう反対意見があり、最終的には手回し発電機能付き
の懐中電灯に話がまとまっていった。入れる物を「優
先する 10 点」に限定したことがこのような持ち出し品
の価値を考える話し合いを生み、学びの深まりにつな
がったものと思う。また、各グループが考えた物の中
には、避難時の食生活に関わる非常食や缶詰、衣生活
に関わる防寒アウターやひざかけ、住生活に関わる簡

時間 授業の概要

4

小題材名 防災バッグの中身を考えよう
ね ら い 避難所での生活を想定し非常持ち出し品の優先順位を考えて防災バッグの中身を適切に選ぶことができる。

授業の流れ 指導上の留意点
1．各自で防災バッグの優先 10 点を考える。
2．グループで意見をまとめ、発表する。
3．自分の優先 10 点を決める。
4．防災バッグを準備する必要性を考える。

・ 課題プリントを参考に、入れる目的（命を守る・避難生活を快
適にする・安心や癒しを得る）も考えさせる。

・グループでは皆に共通する優先 10 点として考えさせる。
・ 避難時の緊迫した状況で、短時間に必要な物を持って避難する

ために防災バッグが大切であることを理解させる。

表 4　「防災バッグの中身を考えよう」授業の概要
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易トイレや物を整理するためのポリ袋など、避難生活
を具体的に想像しながら出した意見が多くあった。前
半 3 時間の「衣食住の生活」から学んできたことが、
防災バッグ中身の優先順位を考えるこの授業で生かさ
れていることが見受けられた。また、あるクラスでは
8 班のうち 1 班だけ「安心や癒しを得る」物としてカー
ドゲームを「優先する 10 点」に選んでおり、全体発表
の中で教師から、避難生活はどれだけ長期になるか分
からないので、癒やしになる物を入れておくことも大
切だと伝えた。

授業の最後には、「防災バッグを準備しておくことで
何が変わるか」を考えさせた。生徒の記述からは、「急
に災害が起こった時に備えられるので安心できる」、

「避難所で快く過ごすことができる」、「準備しておくこ
とで早く避難することができ、冷静に行動できる」な
ど、防災バッグを準備しておく必要性を理解したこと
が確認できた。

以上のように、本授業で生徒は災害時の生活や避難
するときの状況を具体的にイメージしながら学ぶこと
ができていた。それには、冬期休暇課題で防災バッグ
を実際に準備したことが大きく関わっていると考えら
れる。課題プリントの「バッグを準備して考えたこと」
の欄には、「重さまで考えないといけないので、優先度
をしっかり見極めなければならない」や「人が最低限
の生活をするには多くの物が必要だと改めて思った」、

「人によって必要だと感じる物が違うと思うので、自分
専用のバッグを作ることが大切だとわかった」など、
防災バッグの必要性のみならず準備するときのポイン
トにも気づけていた。

また、少数であるが、「地震が来たときのことを考
え、逃げるときのシミュレーションができた」や「（防

災バッグは）地震の揺れで枠がゆがむ押し入れの中に
収納するのではなく、すぐに手の届く場所に置くべき
だと思った」、「どんな災害があったらどこに避難する
かを考えようと思った」など避難時のことについて書
いている生徒もいた。このような生徒の気づきの背景
には、この課題が家族と防災について話し合うきっか
けになったことがあると考えられ、家族の協力が得ら
れることで、生徒の学びの深まりや学んだことを生活
に生かそうとする態度につながることを改めて感じ
た。

3. 5. 2.  「自助・共助・公助」
「自助・共助・公助」の授業は、災害の前後に自分や

家族、地域がすべきことや、国や自治体にしてもらい
たいことを考えさせる授業である（表 5）。
「自助」については、「衣食住の生活」に関する授業

で学習してきたことを思い出させた。また、「防災バッ
グの中身」の授業をふり返らせ、自分が考えた防災バッ
グの中身を本時のワークシートに記入させた。
「共助」については、阪神・淡路大震災後、建物から

時間 授業の概要

5

小題材名 自助・共助・公助
ね ら い 防災に向けて自分や家族・地域がすべきことおよび国や自治体の役割を理解する。

授業の流れ 指導上の留意点
1．自助・共助・公助に関する防災の例を知る。
2．防災バッグに入れておきたい物を記入する。
3．防災に向けて家族での話し合う事柄を知る。
4．災害用伝言ダイヤルの使い方を知る。

・ 共助として中学生の自分が避難所でできることを避難所の状
況を想像させながら考えさせる。

・ 災害が起こった時にどう行動するか、家族で具体的な話し合い
をしておくことの大切さを理解させる。

表 5　「自助・共助・公助」に関する授業の概要

図 3　グループで考えた優先 10 点の板書 図 4　生徒記入のワークシート一例
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救助した人の内訳を示すデータ（近所の人に助けられ
た人の割合が約 6 割、開隆堂教科書掲載 12））から、特
に大きな災害の直後には共助の力が大切になることを
理解させた。また、「避難所での共助として中学生の自
分ができること」をワークシートに記入させた。避難
所生活では支援を受けるだけではなく、周囲の人々と
協働し自らも率先して行動することの大切さに気づか
せたいと考えた。生徒が考えた共助には、「動きが不自
由な高齢者に配給された食事を配る」、「不安に思って
いる人の話を聞いてあげる」、「小さい子どもの遊び相
手になる」、「ゴミの整理や汚れているところの掃除を
する」、「情報を共有する」、「笑顔であいさつする」な
どがあった。将来もしそのような場面に遭遇した時、
この授業で考えたことを思い出して実践する人になっ
てもらいたい。
「公助」については、授業の少し前に起きた和歌山市

の水道橋崩落事故による断水時に各地から多くの給水
車が来ていたことを例に挙げた。また、ハザードマッ
プの作成を各自治体が取り組んでいることも伝え、紙
のハザードマップを示して見方を説明するとともに、
最近ではデジタル版が自治体のホームページに掲載さ
れていることも紹介した。さらに最近の避難所として、
プライバシー保護や新型コロナウイルスへの感染予防
のために体育館内にテント型の避難スペースが設置さ
れている例や、スマートフォン充電用のコーナーや
ペット避難用のケージ等を設置した避難所などの例も
写真で紹介し、このような避難所を増やすための国や
自治体の役割にも触れた。

授業の最後には、家族で避難場所や避難経路を話し
合っておくことや、離れた場所にいる時の連絡方法を
確認しておくことが大切であると伝え、将来ひとり暮
らしをした場合等にも使える連絡方法の一つとして災
害用伝言ダイヤルの使い方を説明した。

4.  授業の評価

本授業を中学 3 年生 3 学期に終えた後、学習の定着
度や家庭での実践を見るため、一定期間をあけて（授
業終了から 2 ヶ月後に）アンケート調査を行った。調
査内容は防災の知識理解、防災への意識、防災への行
動についての各設問および、防災授業を受けた感想で
ある。アンケート調査の回答者数は 198 人である。集
計結果より、本授業で得られた成果を見ていく。

4. 1.  防災の知識理解
各授業でつけたい防災の知識について、「衣食住の生

活」に関する 3 項目①～③および「自助・共助・公助」
に関する 3 項目④～⑥について理解度を 4 段階で尋ね
た（表 6）。設問①～⑥のすべてにおいて、ほぼ全員が

「よく理解できた」または「ほぼ理解できた」と答えて

おり、生徒の自己評価は高かった。さらに、設問①～
⑤では「よく理解できた」と答えた生徒も約 8 ～ 9 割
と多かった。しかし、設問⑥の「災害用伝言ダイヤル
の使い方」では、「よく理解できた」が約 7 割と他と比
べると若干少なめであった。設問①～⑤の内容につい
ては、課題解決学習や実物提示を見ながらの学習で
あったのに対して、設問⑥については説明だけに終
わったことが理解しづらかった原因と考えられる。代
表生徒による実演やペア学習での模擬体験などの方法
をとると実感を伴う学習となり、知識としてさらに定
着させることができるかも知れない。また、そのよう
な体験をさせることは、災害用伝言ダイヤルの使用方
法を知るだけでなく、録音可能時間内に要件を伝える
ことの難しさやメモを作ってからかけることの大切さ
など実践的な理解につながるであろうと思われる。

表 6　防災の知識理解

4. 2.  防災への意識
防災への意識は、「授業を受けたあとの気持ち」につ

いての 3 項目と「授業前と授業後の防災意識レベル」
を調査した。その結果をそれぞれ表 7、8 に示す。
「授業を受けたあとの気持ち」（表 7）については、

すべての設問について、ほぼ全員が「強くそう思っ
た」または「少しそう思った」と答えており、授業に
よって防災を自分事と考えることは概ねできたとい
える。中でも設問①は約 9 割の生徒が「強くそう思っ
た」と答えており、多くの生徒が災害への危機感を持
てたことがわかった。一方、設問③について「強くそ
う思った」生徒は 7.5 割と若干少なめであった。近隣
とのつながりが希薄になっている昨今の地域環境が
生徒の周囲にある場合、近隣との協力の大切さについ
て同調しづらい部分があったのかも知れない。しか
し、周囲との協働は災害時には特に必要となるため、
生徒がより実感できるような指導方法を検討する必
要がある。
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① 家具転倒の被害を減ら
す方法 89.4 10.6 0.0 0.0 0.0

②食料備蓄のポイント 80.2 18.8 1.0 0.0 0.0
③ 避難所での防寒対策に

ついて 82.3 16.2 1.5 0.0 0.0

④ 防災バッグの中身を
決めるポイント 76.8 22.2 0.5 0.5 0.0

⑤ 避難所での共助として
自分ができること 81.3 17.7 1.0 0.0 0.0

⑥ 災害用伝言ダイヤルの
使い方 69.5 26.9 2.5 0.5 0.5

　①③④⑤は N=198、②⑥は N=197
　※　②⑥は授業を受けていない生徒が各 1 名ずついた。
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「授業前と授業後の防災意識レベル」（表 8）につい
ては、「授業前」と「授業後」それぞれの防災意識を

「1」（低い）～「5」（高い）の 5 段階で、各自の判断基
準によって答えさせた。各自の基準で回答したレベル
であるため、個々にどの程度の防災意識の高まりが
あったかを捉えることは難しいが、全体としての変化
の傾向を見ていきたい。授業前はレベル「3」と答えた
生徒が約 4 割で最も多かったのに対し、授業後はレベ
ル「5」と答えた生徒が半数を超えている。また、授業
前後のレベルの平均値は授業前には「2.9」だったが、
授業後は「4.4」まで上がっている。以上の結果より、
本授業によって全体的にみて生徒の防災意識が高まっ
たといえる。「衣食住の生活」および「家族・家庭生
活」の内容を横断的に扱った一連の「防災」授業にお
いて、災害時のそれぞれの状況に即した防災の学びを
積み重ねてきたことが、生徒の防災意識の高まりとい
うよい成果につながったと考える。

4. 3.  防災への行動
防災への行動については、「授業をきっかけに行った

防災対策」（表 9）と「My 防災ハンドブックの活用状
況」（表 10）の 2 点について調査した。
「防災対策」については、選択肢から複数回答で答え

させたが、大半の生徒が授業をきっかけに何らかの防
災行動をとっていた。中でも家族と「避難場所を話し
合った」生徒が 94 人と最も多く、「被災時の連絡方法
を話し合った」生徒 65 人と合わせて重複する 52 人を
差し引くと、実質 107 人が授業をきっかけに家族と防
災についての話し合いをしたことになる。家族との会
話が少なくなる年頃であろう中学 3 年生の半数以上が
家族と防災についての話し合いを持てたのは、授業を

通して防災に関心を持ち防災対策の重要性を実感した
ことの表れであると思われる。

表 9　実行した防災対策

表 10  ハンドブックの活用

冬期休暇課題でもあった「自分専用の防災バッグを
準備した」生徒は 67 人で、すでに準備している「防災
バッグの中身を点検（補充）した」生徒 82 人と重複す
る 33 人を差し引いた 116 人（58.6%）が防災バッグに
関わる何らかの行動をとったことになる。課題後の「防
災バッグの中身」を考える授業としての取り組みもあ
り、行動に移す生徒が他の項目より高い結果につな
がったものと考えられる。

一方で、防災対策は「何もしていない」生徒が 27 人
（13.6%）見られた。これらの生徒については、自分に
できることを実践できるようにするために、何らかの
手立てを検討したい。
「My 防災ハンドブックの活用」については選択肢か

ら複数回答で答えさせた。「活用していない」39 人と
「無回答」6 人を除いた 153 人が何らかの活用をしてい
た。中でも「目につくところに置いている」が 87 人で
最も多かった。また、「その他」の回答の中には「何度
も読み返している」と書いている生徒もいた。目につ
くところにハンドブックを置き、今後も折りに触れて
読み返し、防災について再確認するための手引き書と
なることを期待したい。家族に「見せた」および「説
明した」生徒はそれぞれ一定数見られ、2 項目に重複
する 15 人を差し引いた 71 人が、ハンドブックを介し

（N=198）（％）
強
く
そ
う

思
っ
た

少
し
そ
う

思
っ
た

あ
ま
り
思
わ

な
か
っ
た

思
わ
な

か
っ
た

無
回
答

① 自分の地域でも災害が
起こるかも知れない

87.9 10.1 1.5 0.0 0.5

② 常に災害に備えておか
なければならない

84.8 13.6 1.5 0.0 0.0

③ 災害時は近隣の人たち
との協力が大切だ

75.2 21.7 1.5 1.0 0.5

（N=198 複数回答）
項  目 人 ％

自分専用の防災バッグを準備した 67 33.8
防災バッグの中身を点検（補充）した 82 41.4
部屋の家具配置を安全なように変えた 47 23.7
家具を固定した 33 16.7
食料備蓄品の点検（買い足し）をした 54 27.3
自分の地域のハザードマップを確認した 63 31.8
家族と避難場所を話し合った 94 47.5
家族と被災時の連絡方法を話し合った 65 32.8
その他 5 2.5
何もしていない 27 13.6
無回答 2 1.0

（N=198 複数回答）
項  目 人 ％

家族に見せた 61 30.8
家族に説明した 25 12.6
防災バッグに入れた 38 19.2
目につくところに置いている 87 43.9
その他 3 1.5
活用していない（片付けた、紛失など） 39 19.7
無回答 6 3.0

（N=198）

防災意識レベル
1 2 3 4 5

平均
低い    高い

授業前
人 18 44 83 38 15

2.9
％ 9.1 22.2 41.9 19.2 7.6

授業後
人 1 1 15 78 103

4.4
％ 0.5 0.5 7.6 39.4 52.0

表 7　授業を受けたあとの気持ち

表 8　授業前と授業後の防災意識レベル
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て家族との関わりを持ったことがわかった。文部科学
省発行の「『生きる力』を育む防災教育の展開」（2013）
には、「学校で指導をしていることを家族や地域に知ら
せるなど、学校における防災教育との密接な関係を図
りながら、家族や地域で実践的な教育の機会を設定」
することの必要性が記されている。前述の結果から、
本授業で作成したハンドブックは、家庭に防災授業の
内容を伝える媒体としての役割を果たしたといえるだ
ろう。

4. 4.  防災授業を受けた感想
アンケート調査の最後に、防災授業を受けて思った

ことを書かせた。ほとんどすべての感想が肯定的に授
業を受け止めたものであった（表 11）。

表 11　防災授業後の感想

一番多く書かれていたのが、「防災意識に関する内
容」の 99 人で、次いで「災害への危機感に関する内
容」の 65 人であった。これら 2 つの内容は合わせて一
文に書かれていることが多く、災害への危機感を示す
記述のみで終わらず、続けて「いつでも避難できるよ
うにしないといけない」、「普段の備えが大切だと思っ
た」、「災害が起きた時に冷静でいられるように対策し
ようと思った」、「自分の身は自分で守らないといけな
い」など授業によって高められた防災意識を書いてい
る生徒が多くいた。「4.2. 防災への意識」の結果だけで
なく、このような記述からも本授業のねらいである防
災を自分事と考えることが達成できたといえる。
「知識理解に関する内容」については、「避難時に身

近な物で出来ることがたくさんあることを知れた」、
「災害が起こった時だけでなく、災害後も命の危険があ
ると思った」、「避難所では静かに過ごすことについて
知れてよかった」など学習したことが知識として身に
ついたことがうかがえる記述があった。また、「授業を
受けたことで災害時に何をすればよいかがわかり、少
し安心した」や「災害時に冷静に行動できるための知
識が身についた」など、正しい知識が安心感や冷静な
行動につながることへの気づきを書いたものも見られ

た。さらに、得た知識を自分のためだけではなく、「知
識を活かして家族や友達を助けられるようになりた
い」や「身を守るためのことをたくさん理解したので、
妹などにしっかり伝えたい」など家族や地域のために
役立てようとする記述もあった。このような思いを持
つ生徒がもっと増えていくように、十分な知識を身に
つけさせるとともに、家族・地域との協働の大切さに
ついても生徒が実感を持って学べるような授業を工夫
していきたい。
「具体的な防災行動に関する内容」としては、「ベッ

ドの近くに家具を置かないようにし、枕元にランタン
を置いた」、「自分の部屋の家具の配置を変えて、ケガ
をせずに安全に逃げられるようにした」、「開きっぱな
しの食器棚の扉を常に閉めるようにした」などが書か
れていた。授業によって防災意識は高められても、そ
れを行動にすることはなかなか難しいが、これらの生
徒が書いているような中学生でもすぐに実行できる対
策について、今後も授業で意識的に取り上げ、すすん
で実践する生徒を育てていきたい。

以上、「4.1. 防災の知識理解」から「4.4. 防災授業を
受けた感想」までで述べてきた調査結果を総合的に見
ると、題材の目標は達成できたと考えられる。

5.  まとめと今後の課題

本研究では、「衣食住の生活」および「家族・家庭生
活」の内容を横断的に扱う「防災」授業において、実
感を伴う指導の工夫を取り入れた授業を構想、実践し
た。その結果、生徒の知識理解および防災への意識、
行動について次の成果を得た。
① 本授業実践により、災害前の備えから災害時の行動、

災害後の対応にいたるまでの幅広い防災への知識獲
得について高い自己評価が得られた。

② 実感を伴う学習を行うことで、災害は身近に起こり
うるものだという危機感をもち、防災を自分事と考
え災害に備えようとする防災意識の高まりが見ら
れた。

③ 本授業をきっかけとして、習得した様々な防災対策
のうち、家族と避難場所を話し合うことや防災バッ
グの中身を点検・補充することなど、生活の中での
行動を促すことができた。

④ ワークシートをまとめた防災ハンドブックは生活の
中で活用され、家族と防災について考えるきっかけ
にもなった。
一方で、学習後も何も対策をしていない生徒がいた

ことについては、手立てを考える必要がある。防災に
関するすべての学習を終えた後で、ハンドブックを活
用しながら自分にできる実践に取り組ませるのも一つ
の方法かも知れない。それぞれの家庭の状況に応じ、
生徒が自ら課題を設定して防災対策に取り組むこと

（N=198）

記述内容 人 ％

防災意識に関する内容 99 50.0

災害への危機感に関する内容 65 32.8

知識理解に関する内容 32 16.2

授業の価値に関する内容 21 10.6

家族・地域に関する内容 11 5.6

具体的な防災行動に関する内容 11 5.6

その他 17 8.6

無回答 18 9.1
※ 　一人の文章に複数の内容を含む場合は、あてはまる全ての項

目に数を加えている
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は、中学校家庭科のまとめとしての「生活の課題と実
践」となり、横断的に「防災」授業を行うことの価値
がそこでも十分に生かされることになるであろう。

災害が起きた時に自分の命を守る「最善の行動」が
とれるための「最善の備え」をしていける力を生徒に
つけるために、今後も「防災」授業の題材開発に取り
組んでいきたい。
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